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平成２８年度とくしま政策研究センター 調査研究報告書

「徳島県内における南海地震に関する歴史資料（古文書・古記録）

の調査研究」報告書

徳島県立文書館

担当 金原祐樹（徳島県立文書館）

Ⅰ 調査研究の目的

徳島県は，これまで四国の太平洋沖の南海トラフを震源域とする大地震に何度も見まわ

れてきた。南海地震と呼ばれるこの地震は，おおよそ１００年から１５０年の周期で発生

している。

このうち康安地震(１３６１年)，慶長地震(１６０５年)，宝永地震(１７０７年)，安政

地震(１８５４年)，そして昭和地震(１９４６年)の５回が，徳島県の歴史史料上に現れて

きている地震である。これら過去の地震は，津波その他によって各地域に甚大な被害をも

たらし，多くの尊い命と財産を奪ってきた。この南海トラフ巨大地震は，近い将来必ず発

生すると予測されている。

こうした過去に起こった南海地震に関する記録は，数多く残されている。震災を直接体

験した人びとが地震・津波の様子や被害の状況，さらには町村の復旧・復興の取組などの

文書として，また当時の日記やその後に作成した記録などに書き残したものである。こう

した過去の南海地震に関する研究はさまざまな角度から行われている。しかし，南海地震

に関する歴史資料は，安政南海地震（１８５４年）を中心に多数確認されているが，その

調査と記録化は，系統的には行われていない。南海地震に関する古文書・古記録は，地域

における被災の経験を記述したものであり，今後の被害の想定のみならず，災害に対して

地域社会がどのように対処し，どのように克服・復興してきたかを知ることのできる貴重

な記録財産である。
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また，平成２８年は昭和南海地震が発生して７０年を迎える年に当たる。これを機にこ

うした歴史資料（古文書・古記録）の基礎的な調査を行い，その研究成果を，古文書の訳

文と解説を付した史料集や小冊子を刊行するとともに，南海地震の企画展及び調査報告会

を開催して，広く県民に南海地震についての実態を分かりやすく提示することを目的とす

る。

Ⅱ 調査対象および史料調査

１ 調査対象

南海地震史料調査の対象は，徳島県立文書館を含む史料所蔵機関（海陽町立博物館・徳

島県立図書館・松茂町歴史民俗資料館人形浄瑠璃芝居資料館），海部郡地域の市町村役場

および教育委員会および史料所蔵者宅とした。

地震による影響については県内に史料が広範に残っていることも予想されるが，史料の

所在がはっきりしている史料所蔵機関および津波等により最も被害があった県南の海岸部

を中心に調査を進めることとした。

調査を行うにあたり，南海地震調査委員会を組織し，調査委員は，古文書の解読・解説

を行える専門の方々に委嘱した。

史料調査は，所在情報の確認およびデジタルカメラによる資料撮影にて行った。

２ 史料調査委員会の編成

史料調査研究を行うにあたり，古文書解読の経験者である６名に委員を委嘱した。事務

局と共に１０人にて調査にあたることになった。

委員長 高橋 啓 （元鳴門教育大学学長 日本近世史）

委 員 町田 哲 （鳴門教育大学准教授 日本近世史）

委 員 松永 友和 （徳島県立博物館学芸員 日本近世史）

委 員 菅野 将史 （松茂町立歴史民俗資料館学芸員 日本近世史）

委 員 寺本 純子 （古文書解読経験者）

委 員 谷 恵子 （古文書解読経験者）

事務局 山下 知之 （徳島県立文書館 館長）

事務局 徳野 隆 （徳島県立文書館）

事務局 金原 祐樹 （徳島県立文書館）

事務局 宮本 和宏 （徳島県立文書館）
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３ 史料調査委員会の活動

① ４月１４日（木） 第１回南海地震史料調査委員会

場 所 文書館講座室

出席者 高橋 啓委員長・町田 哲委員・松永友和委員・菅野将史委員・寺本純子委

員・谷 恵子委員

事務局 山下知之・徳野 隆・金原祐樹・宮本和宏

徳島政策研究センター 岸本典子主任

内 容 年間スケジュールおよび史料調査方法の確認等を行った。

② ５月１３日（金） 南海地震史料調査１

調査者 山下知之・金原祐樹

訪問先 海陽町教育委員会・海陽町立博物館・海陽町役場総務課

牟岐町教育委員会・牟岐町役場総務課・美波町役場総務課

内 容 海部郡内の史料所在情報の収集。

③ ５月２７日（木） 南海地震史料調査２

調査者 菅野将史委員・徳野 隆・金原祐樹

訪問先 海陽町立博物館・海部公民館（海陽町海部支所）・浅川漁村センター（海陽

町浅川支所）

内 容 海陽町立博物館所蔵 奥浦池内家文書・岡部家文書の所在調査。

海部公民館 教育委員会公文書・その他旧海部町公文書・古文書（棟付け帳

・検地帳等の調査）の所在調査。

○岡部家文書木箱 ○岡部家文書収納の状態

④ ６月９日（木） 南海地震史料調査３

調査者 金原祐樹

訪問先 小松島市教育委員会・小松島市総務課

阿南市行政情報課・阿南市文化振興課・徳島市総務課・徳島市史編さん

内 容 小松島市教育委員会に西野家文書がある。教育委員会所蔵資料のうち「世情

控え」は南海地震に関する貴重資料である。

徳島市史編さん室「徳府世情控」に嘉永期前後の地震に関する記述があると

のこと。
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⑤ ６月２８日（火） 南海地震史料調査４

調査者 寺本純子委員・徳野 隆・金原祐樹

訪問先 海陽町役場・海陽町立博物館・海部公民館（海陽町役場海部支所）

内 容 海陽町役場の旧川東村公文書に昭和南海地震の記載あり。

海陽町立博物館所蔵の旧浅川村公文書に昭和南海地震の記録を発見。昭和

２２年度からの「村会議事録」と「復興資金綴」がある。

○海陽町議会事務局所蔵公文書 ○海陽町立博物館所蔵，旧浅川

昭和 20年～ 25年の旧川東村議会関係公文書 公文書の調査。

⑥ ７月１４日（木） 南海地震史料調査５

調査者 徳野 隆・金原祐樹

訪問先 海陽町役場宍喰支所

内 容 海陽町宍喰支所の旧宍喰町議会関係公文書の昭和２１年度からの「村会議

事録」等の中に昭和南海地震のまとまった記録あり。

○昭和２２年度 宍喰町役場公文書

「町会議決纏」 宍喰町議会へ被害状況を報告している。
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⑦ ８月２日（火） 南海地震史料調査６

調査者 松永友和委員・菅野将史委員・徳野 隆・金原祐樹

訪問先 牟岐町役場・牟岐八幡神社・牟岐町郷土資料館（教育委員会）

内 容 牟岐町役場に耕地道路等の土木復旧に関する昭和南海関係の公文書あり。

牟岐八幡神社に宝永地震にかかわる板額あり。『牟岐八幡神社扁額』

牟岐郷土資料館（牟岐町教育委員会所管）に，安政地震にかかわる内妻村

（牟岐町内）の古文書および昭和南海に関する詳細な公文書あり。

○牟岐町役場２階での調査

○牟岐町役場 ○牟岐町役場 ○牟岐町教育委員会

震災復興耕地事業 防潮堤工事支出証拠書類 震災復興津波関係書類

○牟岐八幡神社 宝永４年地震 扁額
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⑧ ８月５日（金） 南海地震史料調査７

調査者 菅野将史委員・町田哲委員・徳野 隆・金原祐樹

訪問先 美波町立由岐公民館・由岐郷土資料展示室・旧由岐町商工会ビル

内 容 由岐郷土資料展示室に東由岐天神社「当家帳」という帳簿に嘉永南海地震の

記載あり。

旧由岐町商工会ビル２階に『旧三岐田町震災関係文書』という昭和南海関係

の公文書あり。その他由岐町史に関わる古文書も所蔵。

○ 東由岐天神社「当家帳」

○旧三岐田町（現美波町）震災関係書類
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⑨ ９月１４日（水） 第２回南海地震史料調査委員会

場 所 文書館講座室

出席者 高橋 啓委員長・町田 哲委員・松永友和委員・菅野将史委員・谷恵子委員

事務局 山下知之・徳野隆・金原祐樹・宮本和宏

内 容 これまでの調査を元にした，企画展の概要および普及用小冊子編集方針の決

定。

４ 海部郡各町調査による主な成果

海部郡内の，海陽町役場・支所・博物館，牟岐町役場・教育委員会，美波町立由岐公民

館において，昭和南海地震当時の公文書（議会関係文書その他）が残されていることがわ

かった。特に，被害が甚大であった，旧宍喰町・旧浅川村・牟岐町・旧三岐田町にそれぞ

れ数は少ないが公文書が残されていることが確認できた。決して良い保存状況では無いこ

ともわかったので，今後保存への対策も必要である。

牟岐八幡神社（牟岐町）の宝永地震に関する板額，内妻村（牟岐町）の嘉永地震での津

波被害に関する文書，東由岐村天神社（美波町由岐）「当家帳」，広島春日神社（松茂町）

「当家帳」等の史料も確認できた。

５ 史料調査の対象

調査対象となった南海地震関係の歴史資料目録（表２）

№ 標題 史料番号 所蔵者情報ほか

◎康安地震

1 太平記３６（抜粋） ﾌｼｸ01164 文書館所蔵 藤倉家文書（鳴門市

北灘町）

2 南朝以来地震抄録（抜粋） ﾆｼﾉ00433 文書館所蔵 多田家文書（小松島

市金磯）

3 淡路名所図会 ４（抜粋） ｲﾜﾑ01776 文書館所蔵 岩村家文書（鳴門市

鳴門町）

◎永正地震

4 円頓寺旧記（抜粋） 大日寺所蔵 （海陽町宍喰浦）

5 震潮記（抜粋） 田井家所蔵 （海陽町宍喰浦）

6 南海以来地震抄録（抜粋） ﾆｼﾉ00433 文書館所蔵 多田家文書（小松島

市金磯）

◎慶長地震

7 大日寺旧記（抜粋） 大日寺所蔵 （海陽町宍喰浦）

8 円頓寺旧記（抜粋） 大日寺所蔵 （海陽町宍喰浦）

9 震潮記（抜粋） 田井家所蔵 （海陽町宍喰浦）

10 南朝以来地震抄録（抜粋） ﾆｼﾉ００４３３ 文書館所蔵 多田家文書（小松島

市金磯）
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№ 標題 史料番号 所蔵者情報ほか

11 阿淡年表秘録（抜粋） 徳島県史料一『阿淡年表秘録』

◎宝永地震

文書

12 牟岐八幡神社額 牟岐八幡神社所蔵 （牟岐町牟岐）

13 覚(大林村裏浜，坂野村苅 ｸﾘﾓ00792 文書館所蔵 栗本家文書（小松島

屋裏浜 元禄８年橋本大五 市和田津開）

郎築立新田譲渡の件・写)

14 新田奉願就被仰付諸事留 ｸﾘﾓ00738 文書館所蔵 栗本家文書（小松島

書帳（抜粋） 市和田津開）

15 武井直左衛門(達・宝永４年 ﾓﾘ300127 文書館所蔵 森家文書（小松島市

の大地震被害報告提出の 和田島）

廻状)

16 申渡覚(宝永４年の地震に ﾓﾘ302529 文書館所蔵 森家文書（小松島市

より百姓共困窮につき御米 和田島）

貸付けの件外申し渡し状)

17 仕上ル御請書物之事(大地 ﾓﾘ300224 文書館所蔵 森家文書（小松島市

震，間ノ新田潮入につき新 和田島）

田築立のため借銀請書・控

記録

18 円頓寺旧記（抜粋） 大日寺所蔵 （海陽町宍喰浦）

19 震潮記（抜粋） 田井家所蔵 （海陽町宍喰浦）

20 南朝以来地震抄録（抜粋） 文書館所蔵 多田家文書（小松島

市金磯）

21 阿淡年表秘録（抜粋） 徳島県史料二『阿淡年表秘録』

◎安政地震

文書 那賀郡内妻村（牟岐町）

22 海部郡内妻村外間勧農御 牟岐町教育委員会所蔵（牟岐町内

普請所当月五日之津浪ニ 妻）

相疼候分相約奉願上帳

文書 那賀郡和田島村（小松島市）森家文書

23 鶴羽友次郎(書簡・大地震 ﾓﾘ300321 文書館所蔵 森家文書（小松島市

被害状況問い合わせ) 和田島）

24 乍恐奉申上覚(嘉永７年11 ﾓﾘ300101 文書館所蔵 森家文書（小松島市

月５日大地震被害状況報 和田島）

告・控)



- 9 -

№ 標題 史料番号 所蔵者情報ほか

25 和田島村漁師共所持之諸 ﾓﾘ303386001 文書館所蔵 森家文書（小松島市

網流失無難之株取調へ奉 和田島）

指上帳(安政元年11月５日

の大地震被害報告)

26 浅石武次郎(書簡・大地震 ﾓﾘ300339 文書館所蔵 森家文書（小松島市

被害状況実地検分立会の 和田島）

件)

27 奉申上覚(安政元年の大地 ﾓﾘ300234 文書館所蔵 森家文書（小松島市

震による地疼みにつき見分 和田島）

願)

28 安政二卯年二月和田島村 ﾓﾘ300100 文書館所蔵 森家文書（小松島市

萱野床地震高潮ニ地疼ニ 和田島）

付御見分奉願上帳

29 仕上御請書之覚(安政元年 ﾓﾘ300233 文書館所蔵 森家文書（小松島市

の地震により地疼みにつき 和田島）

米麦支給の件）

30 仕上御請書之覚(安政元年 ﾓﾘ301383 文書館所蔵 森家文書（小松島市

11月５日の大地震被害に 和田島）

より鍬下請書)

31 御家中之面々(嘉永大地震 ﾓﾘ302035 文書館所蔵 森家文書（小松島市

救済策) 和田島）

32 和田島村萱野床開地大地 ﾓﾘ302034 文書館所蔵 森家文書（小松島市

震高潮ニ川成・砂入等ニ相 和田島）

成候ニ付相認奉指上帳

33 仕上御請書之覚(安政大地 ﾓﾘ302040 文書館所蔵 森家文書（小松島市

震高潮により汐入りの田 和田島）

地，鍬下請書・控)

文書那賀郡和田津新田（小松島市）栗本家文書

34 和田津新田（安政元年大 ｸﾘﾓ00901043 文書館所蔵 栗本家文書（小松島

地震による汐入地見分願 市和田津開）

上帳写）

35 付寄洲海成ノ事跡御下問 ｸﾘﾓ00901042 文書館所蔵 栗本家文書（小松島

ニ付上申 市和田津開）

文書 那賀郡答島村（阿南市）山腰家文書

36 乍恐奉願上覚（浪波に付船 ﾔﾏｺ00066 文書館所蔵 山腰家文書（阿南市

付新田大手堤破壊の件） 津乃峰町）
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№ 標題 史料番号 所蔵者情報ほか

37 乍恐奉願上覚（船付新田 ﾔﾏｺ00068 文書館所蔵 山腰家文書（阿南市

大手堤破壊に付） 津乃峰町）

38 乍恐奉願上覚（船付新田 ﾔﾏｺ00056 文書館所蔵 山腰家文書（阿南市

大手堤破損に付願書） 津乃峰町）

39 乍恐奉願上覚（舟付新田 ﾔﾏｺ00050 文書館所蔵 山腰家文書（阿南市

大手堤破損に付願書） 津乃峰町）

40 申上覚 ﾔﾏｺ00031 文書館所蔵 山腰家文書（阿南市

津乃峰町）

41 乍恐奉願上覚（船付新田 ﾔﾏｺ00057 文書館所蔵 山腰家文書（阿南市

大手堤破損に付願書） 津乃峰町）

42 奉願上覚（船付新田大手 ﾔﾏｺ00063 文書館所蔵 山腰家文書（阿南市

堤破損の件） 津乃峰町）

43 仕渡書物之事 ﾔﾏｺ00032 文書館所蔵 山腰家文書（阿南市

津乃峰町）

文書 那賀郡辰巳新田（阿南市）・勝浦郡小松島浦（小松島市）井上家文書

44 乍恐再応奉願上覚（大地 ｲﾉｳ01635 文書館所蔵 井上家文書（阿南市

震により豊益辰巳両新田 辰巳）

の堤破損につき勧農普請

の土取り 願・控）

45 嘉永七寅歳十一月五日 ｲﾉｳ05302 文書館所蔵 井上家文書（阿南市

大地震ニ付御本家様諸用 辰巳）

覚（大地震にて本家焼失に

つき）

46 乍恐奉願上覚（原ヶ崎新開 ｲﾉｳ00887 文書館所蔵 井上家文書（阿南市

地安政の地震により疼み 辰巳）

につき開き残り分の下札願

・控）

御触書

47 御用筋跡書（抜粋） ｲﾉｳ05799 文書館所蔵 井上家文書（阿南市

辰巳）

48 御触帳（抜粋） ﾀｹﾀ00111 文書館所蔵 武田家文書（つるぎ

町端山）

その他文書

49 足代勝太夫（書簡・安政の ｱｲﾊ01565 文書館所蔵 粟飯原家文書（神山

大地震にて拙宅大破につ 町上分）

き寄付依頼）
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№ 標題 史料番号 所蔵者情報ほか

50 嘉永七寅六月十四日夜大 ｶﾅｲ00012 文書館所蔵 金磯新田文書（小松

地震諸方変事 島市金磯新田）

51 此度大地震ニ付（触書写） ﾊﾝ301660 文書館所蔵 坂東家文書（徳島市

川内町）

52 嶋屋徳三郎（書簡・阿州大 ﾊﾝ301645000 文書館所蔵 坂東家文書（徳島市

地震皆々無事につき安心 川内町）

の件ほか）

53 萬屋次兵衛（書簡・大地震 ﾊﾝ301764000 文書館所蔵 坂東家文書（徳島市

につき掛方商売停止の件 川内町）

ほか）

54 万屋次兵衛（書簡・大地震 ﾊﾝ302147000 文書館所蔵 坂東家文書（徳島市

状況報告ほか） 川内町）

55 私在所地しんニ而（松代地 ﾊﾝ302535000 文書館所蔵 坂東家文書（徳島市

震被害状況報告写） 川内町）

56 嘉永七寅年霜月四日より ﾌｷﾀ05885 文書館所蔵 吹田家文書（阿南市

地震并出火ニ付市中御屋 富岡）

敷様見舞控

57 申上覚（地震高潮難渋人 ﾌｸﾀ03349 文書館所蔵 福田家文書（徳島市

の件外報告） 内？）

58 大地震並御近火諸事帳 ﾑﾄｳ03355003 文書館所蔵 武藤家文書（徳島市

内）

日記

59 かどや日記 二番記録（抜 ﾓﾄｷ00002 文書館所蔵 元木家文書（石井町

粋） 高原）

60 新居水竹日記（抜粋） ﾆｲ200008 徳島文理大学付属図書館所蔵 新

居家文書

記録

61 諸国大地震実録記并御国 ﾅｶｻ00462 文書館所蔵 中財家文書（徳島市

我等取混シ有姿記 川内町）

62 大地震大津波末代噺全冊 ｻｶｲ00243 文書館所蔵 酒井家文書（つるぎ

町半田）

63 慈雲庵雲雀塚墨直会 ｻｶｲ00345 文書館所蔵 酒井家文書（つるぎ

町半田）

64 東由岐天神社当家帳 美波町教育委員会所蔵（美波町東

由岐）
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№ 標題 史料番号 所蔵者情報ほか

65 安政元年大変有増記 長谷家文書 （海陽町大里）

66 広島春日神社当家帳 松茂町歴史民俗資料館所蔵

大西家文書（松茂町広島）

67 震潮記（抜粋） 田井家所蔵 田井家所蔵 （海陽町宍喰浦）

68 嘉永七年大地震実録記（抜 ﾆｼﾉ00432 文書館所蔵 多田家文書（小松島

粋） 市金磯）

69 世情控え 小松島市教育委 小松島市教育委員会所蔵多田家

員会所蔵 文書（小松島市金磯）

70 阿淡年表秘録続編（抜粋） 鳴門古文書研究会『阿淡年表秘録続編』

◎昭和南海地震

公文書

71 昭和２１年度起債許可書 K200200321 文書館所蔵 地方課作成

72 川東村会議録 海陽町役場 海陽町役場所蔵

73 川東村予算関係書類 海陽町役場 海陽町役場所蔵

74 浅川村復興部復興資金関 海陽町立博物館 海陽町立博物館所蔵 海陽町旧浅

係 川村

75 浅川村村会議決綴 海陽町立博物館 海陽町立博物館所蔵 海陽町旧浅

川村

76 川上村村会議決書綴 海陽町立博物館 海陽町立博物館所蔵 海陽町旧川

上村

77 宍喰町町会議決纏 海陽町役場宍喰 海陽町役場宍喰支所所蔵

支所

78 牟岐町震災復旧耕地事業 牟岐町役場 牟岐町役場所蔵

79 牟岐町防潮堤支出証拠書 牟岐町役場 牟岐町役場所蔵

類

80 牟岐町古牟岐道路証拠書 牟岐町役場 牟岐町役場所蔵

類綴

81 牟岐町震災復興つなみ関 牟岐町教育委員 牟岐町教育委員会所蔵

係書類 会

82 三岐田町震災関係書類 美波町教育委員 美波町教育委員会所蔵

会

83 昭和二十二年度震災復旧 ｺﾏﾂ01482000 文書館所蔵 小松島市関係公文書

耕地事業，震災復旧土木 （小松島市立江町）

事業，水害復旧耕地事業

予算書
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№ 標題 史料番号 所蔵者情報ほか

84 昭和二十二年度災害震災 ｺﾏﾂ02295000 文書館所蔵 小松島市関係公文書

復旧土木事業収支証憑書 （小松島市立江町）

綴

85 昭和二十二年度震災復旧 ｺﾏﾂ02297000 文書館所蔵 小松島市関係公文書

耕地事業収支支出証憑書 （小松島市立江町）

綴

86 昭和二十四年度昭和廿二 ｺﾏﾂ02463000 文書館所蔵 小松島市関係公文書

・廿四年度震災復旧耕地 （小松島市立江町）

事業歳入出証憑書綴

87 昭和二十四年度震災沈下 ｺﾏﾂ02466000 文書館所蔵 小松島市関係公文書

災害復旧耕地事業歳入出 （小松島市立江町）

証憑書綴

その他

88 震災塩田被害調査書第一 ｴﾝｷ00007000 文書館所蔵 本斎田塩業組合文書

号

89 第一回震災復旧貸付証書 ｴﾝｷ00400000 文書館所蔵 本斎田塩業組合文書

90 第二回震災復旧貸付金証 ｴﾝｷ00401000 文書館所蔵 本斎田塩業組合文書

書

91 第三回震災復旧貸付金証 ｴﾝｷ00402000 文書館所蔵 本斎田塩業組合文書

書

92 震災復旧耕地事業一巻書 ｱｻﾅ00794000 文書館所蔵 麻名用水組合文書

この目録は，この調査によって確認した南海地震関係の歴史資料である。
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Ⅲ 成果としての企画展・調査報告会等

史料調査の成果は，さまざまな形で県民に還元する活動を行った。

１ 企画展「記録史料に見る南海地震展」

① 趣旨

昭和２１年１２月２１日に発生した昭和南海地震から今年で７０年を迎える。南海地震

はある一定の周期をもって起きてきた。その時々の地震について被災地であった徳島県の

沿岸部を中心に様々な史料が残されている。南海地震での被災の実態や対応，復興の様子

など当時の生々しい古文書・古記録・公文書等からわかりやすく紹介していく。

② 期間：平成２８年１０月２５日（火）～平成２９年１月２９日（日）

③ 場所：文書館２階展示室 入場無料

④ 関連行事

展示解説：平成２８年１１月２７日（日）・平成２９年１月１５日（日）

午後１時３０分～３時 文書館２階講座室・展示室

南海地震史料調査委員会調査報告会

平成２８年１２月１７日（土）午後１時３０分～４時 文書館２階講座室

⑤ 内容

ⅰ 地震・津波史料を残してきた意志 （導入として）

ⅱ 文字に記された南海地震

○康安地震 『太平記』

『南朝以来地震抄録』（多田家文書）

○永正の津波 『宍喰浦旧記』（徴古雑抄）

『南朝以来地震抄録』（多田家文書）

『震潮記』（田井家文書）

○慶長の津波 『宍喰浦旧記』（徴古雑抄）

『南朝以来地震抄録』（多田家文書）

『震潮記』（田井家文書）

○宝永地震 『宍喰浦旧記』（徴古雑抄）

『南朝以来地震抄録』（多田家文書）

『震潮記』（田井家文書）

『牟岐八幡神社 板額』（牟岐八幡神社）

「栗本家文書」

○嘉永地震 多田家文書・中財家文書・田井家文書 その他多数

◎日記・記録から見た南海地震
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◎文書から見た南海地震

ⅲ 公文書に見る昭和南海地震

○海陽町の公文書

旧宍喰町

旧浅川村

旧川東村

○牟岐町の公文書

○美波町（旧三岐田町）の公文書

ⅳ 展示パネルの作成

・館長あいさつパネル １枚

・展示解説パネル Ａ１サイズ １０枚を作成する

展示期間中の入館者：６，６７２人 開館日数：７５日 １日平均：８９人

○平成２８年１０月２６日（水） 徳島新聞
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２ 普及用小冊子の作成

企画展の開催に合わせて，普及用の小冊子を作成した。調査委員会の委員に執筆の分担

を行い，この調査によって得たことをわかりやすく紹介することを目的に，５０００部作

成し，県内の小学校・中学校・高等学校，各市町村教育委員会等に配布した。

（平成２８年１０月２５日刊行）

○平成２８年１１月８日 徳島新聞

※ 小冊子の内容は参考資料１を参照。
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３ 鳴門史学会 （徳島県立文書館・歴史資料保全ネットワークと共催）

鳴門史学会２０１６年度研究大会「災害と歴史資料－守り・読み解く－」

平成２８年１１月１６日開催 開催場所：徳島県立文書館講座室 参加者：４０名

○２０１６年度鳴門史学会チラシ

○鳴門史学会「災害と歴史資料」に寄せて 徳島新聞平成 28年 11月 10日掲載
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４ 展示解説

企画展「記録史料に見る南海地震展」展示解説

平成２８年１１月２７日（日）・平成２９年１月１５日（日）の２度開催。

展示資料の解説を行う。

１１月２７日（日） 参加者：１１名

内容：康安の南海地震（1361）について（「太平記」と「淡路名所図会」）
※１１月２７日（日）には徳島市立高校の生徒が聴講。

○読売新聞 平成２８年１２月１５日（木）

１月１５日（日） 参加者：１３名

内容：中財家文書「諸国大地震実録記」について
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５ 史料調査報告会

南海地震史料調査委員会調査報告会「南海地震の古文書・古記録を読み解く」

平成２８年１２月１７日（土）開催

開催場所：徳島県立文書館講座室 参加者：５５名

開催趣旨

徳島県内には，過去周期的に起きてきた南海地震を記録した古文書・古記録及び公

文書などが残されています。それら歴史資料をどのように読み解き現代・未来に活かし

ていくのか，調査の概要報告を通してともに考えていきたいと思います。

○南海地震史料調査委員会調査報告会チラシ

○毎日新聞 平成２８年１２月１８日（日）
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６ パネルの展示

平成２８年１２月２１日（水） この日は昭和南海地震から７０年

アスティ徳島にて開催された，メモリアル行事 「昭和南海地震７０年の集い」にパネ

ル展示として参加した。

「南海地震史料調査委員会の活動」について５枚の解説パネルを作成し展示した。

７ 公文書管理保存講座

平成２９年２月２３日（木） 受講者１１名

開催趣旨

公文書の管理・保存が行政上必要であることは自明の理であり，それに基づいて各自

治体などで｢文書規程｣などが作成されています。公文書は自治体の実際を映す鏡であり，

その動きから，各自治体のアイデンティティを得ることにもなり得ます。

今回の公文書管理保存講座では，今年度徳島県立文書館において行った「徳島県内に

おける南海地震に関する歴史資料の調査研究」から昭和２１年に発生した昭和南海地震に

ついての歴史的な公文書を紹介すると共に，歴史的公文書の管理・保存の意味について皆

様と共に考えていきたいと思います。

研修内容及び講師

(1) 開会行事 １３：３０～１３：３５

(2) 報 告 １ １３：３５～１４：３０

徳島県立文書館における公文書保存管理の実際

（南海地震史料調査概要の報告を含む）

徳島県立文書館 課長補佐（公文書担当） 金原 祐樹

報 告 ２ １４：４０～１５：２０

「公文書から見る昭和南海地震」

徳島県立文書館 文化推進員 安部 哲次

(4) 見 学 １５：２０～１６：００

徳島県立文書館書庫等の見学

徳島県立文書館 課長補佐（公文書担当） 金原 祐樹

文化推進員 安部 哲次

○ 講座の様子
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８ 文書館だより３８号への調査概要掲載

今回の調査研究の概要について、徳島県立文書館発行『徳嶋県立文書館だより』３８号

に４～５頁に渡って掲載した。

９ 史料集の作成

「徳島県南海地震史料集」

江戸時代以前の古文書・古記録を中心に４４点を掲載した。口絵４頁，本文２４４頁の

史料集となった。平成２９年３月１日付けにて２００部を作成。

古文書は理解されやすいように本文は読み下し文とし，ルビを振り，脚注つけた。また

文書の概要や出所などを示した解説を付したことにより，多くの方に利用しやすく興味を

持っていただける史料集となった。県内市町村教育委員会・県内図書館・館内高等学校な

どに配付をした。

刊行部数が少ないため，今後はこの冊子のみならず，画像データとも合わせてデジタ

ルアーカイブとして広く県民に提供することも検討している。

○ 徳島県南海地震史料集 表紙 内容
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９ マスコミ報道

№ 報道された日 媒体 内 容

１ 平成 28年 8月 21日 徳島新聞 「震潮記」に学ぶ

２ 同 10月 24日 徳島新聞 明日から企画展「記録史料に見る南海地震」展

３ 同 10月 25日 NHK徳島 企画展始まる。ニュース報道にて

４ 同 10月 26日 徳島新聞 南海地震の教訓紹介 企画展始まる

５ 同 10月 27日 朝日新聞 被害記す古文書など紹介 企画展始まる

６ 同 11月 1日 毎日新聞 記録資料で南海地震紹介 企画展始まる

７ 同 11月 8日 徳島新聞 南海地震の歴史学んで 小冊子発刊

８ 同 11月 10日 徳島新聞 鳴門史学会「災害と歴史資料」に寄せて

９ 同 11月 18日 四国放送 企画展の展示内容について ニュース報道にて

９ 同 11月 28日 読売新聞 南海地震史料で振り返る。 企画展紹介

10 同 12月 12日 徳島新聞 記された教訓５ 円頓寺旧記

11 同 12月 15日 読売新聞 南海地震 70年語る継ぐ 高校生の研究活動

12 同 12月 15日 徳島新聞 記された教訓６ 牟岐八幡神社の額

13 同 12月 16日 徳島新聞 記された教訓７ 中財家文書大地震実録記

14 同 12月 17日 徳島新聞 小松島で地盤沈下 宝永南海地震 報告会

15 同 12月 18日 徳島新聞 記された教訓８ 浅川村会議事録

16 同 12月 18日 徳島新聞 南海地震史料調査報告会開催

17 同 12月 18日 朝日新聞 南海地震史料調査報告会開催

18 同 12月 18日 毎日新聞 南海地震史料調査報告会開催

19 同 12月 18日 読売新聞 南海地震史料調査報告会開催

20 同 12月 20日 NHK徳島 宝永地震の地盤沈下 ニュース報道にて

21 同 12月 21日 徳島新聞 南海地震を知るために 小冊子紹介

22 同 12月 21日 毎日放送 企画展紹介 ニュース報道にて

23 同 12月 25日 AIテレビ テレビミュージアム 企画展紹介

24 平成 29年 1月 6日 NHK ﾗｼﾞｵ 企画展の紹介 番組「四国だゴーゴー」にて
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Ⅳ調査研究成果と今後の展望

今回の調査研究では，事前に南海地震に関する古文書・古記録はかなりの量があること

は見込まれていたが，実際の量や内容は把握していなかった。そのため，文書館内部で所

蔵している資料を確認すると共に，直接南海地震の関係資料の所蔵が見込まれる，徳島県

南部沿岸の町村役場・教育委員会に要請をして，それまでに知られている資料及び新資料

の確認を行っていくことをおこなった。

この調査研究によって，南海地震の歴史に関するいくつかの新しい視点が見いだされ始

めている。ひとつは，徳島県東部における地盤沈下が宝永地震においても見られることが

古文書から明らかになったことである。これによって，昭和南海地震，安政の南海地震で

見られた地盤沈下が，宝永地震でも確認され，地盤沈下を起こすことが広く南海地震の特

徴として捉えられるに至った。また，江戸時代には地盤沈下によって長期に渡って塩害に

悩まされていた様子がわかる。

もうひとつは古文書・古記録以外に，昭和南海地震の公文書が複数の町で残されている

ことがわかったことである。昭和南海地震は，昭和２１年（１９４６）１２月という戦後

の最も混乱した時期に起こった災害であり，物資不足等により文書が残されている可能性

は低いと予想していたが，各町により把握されていた地震被害の有り様や，その後の復興

過程の様子を生々しく語る公文書が残されていたことにより，今後より具体的に当時の被

災地の実態を知る糧となることは間違いない。

こうしたことは，普及用の小冊子にも要約ではあるが掲載することができたので，是非

幅広くご利用いただきたい。

また，平成２８年度が昭和南海地震発生７０年ということもあり，この調査研究活動に

ついてさまざまなマスコミで注目していただいたことにより，県内の幅広い方々に南海地

震の実態を残す古文書や古記録があること知っていただけた事は大きな成果と考える。

今回の調査は，徳島県内における南海地震に関する歴史資料を把握するための基礎的な

調査研究である。この基礎的な調査によって特定された歴史資料は，今後幅広く公開され

県の大きな課題である南海地震の防災や減災に役立てて行かなければならない。

さらに、今後に残した課題も大きい。

①今回の調査研究では，調査対象を，津波による災害に見舞われることが予測される南

部にせざるを得なかったこと。そのため，北部や内陸地域の十分な史料調査を断念せざる

を得なかったこと。

②昭和南海の公文書は，内容が詳細なため，十分な検討の時間が取れず，作成した史料

集に反映できなかったこと。

③今後，調査によって知り得た歴史資料や情報について，一部は史料集等によって公開

していくが，どのように今後の研究や，さまざまな普及活動に役立てていけるのか。

地域の歴史的な事実を次世代につなぐために，地震に限らず幅広い災害資料の調査・研

究の必要性は今後も増していくと考える。今後も地道ではあるが，基礎資料の確認と資料

情報普及に努めていきたい。

平成２９年３月３１日脱稿


